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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、自然免疫応答誘導における TLR の機能解析での分子・細胞・個体における実績を基盤に、

（１）細胞内寄生病原体の感染による自然免疫系と獲得免疫系の活性化誘導機構、（２）TLR 依存性の

遺伝子発現機構の解明、（３）炎症性疾患の制御機構の解析を通じて、難治性免疫疾患・炎症性疾患の治

療法の確立のための基盤提供を目的としている。独自の切り口から、それぞれの目的にしたがった研究

を展開・発展させて着実に成果を挙げつつある。当初予定された結核菌での実験も着手可能となってお

り、研究グループの再編も完了して、更なる成果が期待される。 

検証結果    概ね研究進捗評価どおりの研究成果が達成されたが、一部の目的が達成できなかった。 
 自然免疫系の活性化制御機構について、細胞内寄生性病原体である原虫感染のモデル

を用いて詳細な検討を行うことにより、新規の誘導機構や抑制機構を明らかにするなど、

優れた成果を挙げている。また、炎症性腸疾患をモデルとした解析もある程度の成果が

挙がっている。一方で、当初期待された結核菌感染モデルによる研究遂行に関する報告

がないのが残念である。今後はこの部分にさらに注力して、研究を継続していくことが

望まれる。 

A− 

 

 


